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科目番号：AE18K13 / AE18K23 

科 目 名：Japan-Expert インターンシップ I/Ⅱ 

担当教員：三好優花 

成績評価方法：①計画書の作成：10％ ②活動期間中のポートフォリオ：40％ ③報告会における報告：10％  

④最終レポート・報告書：40％ 

成績評価基準： 

 A+（90点以上） A（80～89点） B（70～79点） C（60～69点） D（60点未満） 

① 計画書の作成（10％） 実現可能な計画およ

び目的が具体的かつ

明確に示されている 

目的や計画が概ね明

確であり、実現可能性

がある 

一部にやや曖昧な点

があるが、目的や計画

が示されている 

全体的に曖昧ではあ

るが、目的や計画が示

されている 

目的が全く示されて

おらず、計画も不明確

である 

② 活動期間中のポート

フォリオ（40％） 

 

活動内容に加え、気づ

き・学びについて継続

的に記されており、深

い考察ができている 

活動内容と気づき・学

びが継続的に記録さ

れている 

やや表層的ではある

が、継続的な活動内容

の記録に加え、振り返

りが記されている 

活動内容や振り返り

が記されているが、不

十分な点がある 

活動内容の記録がほ

とんどなされていな

い 

③ 報告会における報告

（10％） 

 

インターンシップの

経験を客観的に捉え

直し、明確かつ説得力

のある報告を行って

いる 

インターンシップに

おける経験・学びにつ

いて、分かりやすい報

告ができている 

インターンシップに

おける経験・学びが概

ね伝わる報告ができ

ている 

インターンシップの

経験は伝わるが、学び

に関する報告が不十

分である 

インターンシップの

内容が分かる報告が

できていない 

④ 最終レポート・報告書

（40％） 

実践過程が明確かつ

客観的に示されてお

り、内省および今後の

課題が具体的で説得

力がある 

実践過程が客観的に

示されており、内省お

よび今後の課題に説

得力がある 

実践過程が客観的に

示されており、内省お

よび今後の課題が記

されている 

十分とは言えないが、

実践過程や内省およ

び今後の課題が記さ

れている 

実践過程の記述や内

省および今後の課題

の提示ができていな

い 


